
ミカンコミバエ種群の
防除対策について

奄美大島では、現在、かんきつ類等の果実を食害するミカンコミバエ種群
が発生しています。農林水産省では、ミカンコミバエ種群を根絶するため、
鹿児島県等と協力し、緊急防除を実施しています。
このため、奄美大島においては、ミカンコミバエ種群の寄主となる果実の

島外への移動が制限されます。
また、奄美大島においては、トラップ調査の強化、誘殺板の散布等の防除

を実施することにより、ミカンコミバエ種群の根絶に努めています。

ミカンコミバエ種群の被害の特徴

幼虫（白っぽいうじ虫）が果実に寄生すると
腐敗・落下し、ひどい場合には収穫皆無となり
ます。



緊急防除の概要

① 奄美大島から、ミカンコミバエ種群の寄主となる植物（移動制限植
物）の島外への移動は制限されます。

② 移動制限基準日（下表参照）以降に、ミカンコミバエ種群の誘殺が
確認された地点から半径５km以内の移動制限植物については、植物
防疫官が原則として廃棄命令を行い、当該植物については、鹿児島
県が買上げ、廃棄処分とします。

③ 加工用、自家消費用、島内販売用等の用途での島内の移動は自由で
す。

対象果実の移動制限基準日

植物種 移動制限基準日

ポンカン 9月26日

タンカン 10月8日

すもも 2月22日

マンゴウ 6月14日

島外への移動ができない地域

島外への移動を禁止する区域
＝特定移動制限区域

ピンク色で囲まれた範囲の外で生産
された移動制限植物は、ミカンコミバ
エ種群が付着するおそれがないよう梱
包し、植物防疫官の検査を受ければ島

外への出荷が可能です。

（11月30日現在）

ミカンコミバエ種群の誘殺が確認された地点から
半径５km以内は、島外への移動を禁止する区域と
なります。

※当該地域は誘殺状況により変更されます。
最新の情報は植物防疫所にお問い合わせください。

※その他の移動制限植物の移動制限
基準日は植物防疫所にご相談くだ
さい。



廃棄の手順

特定移動制限区域
の設定

植物防疫官が廃棄命令を行う特定移動制限区域の
方には、市町村から、廃棄対象の地域であること
と、買上に関する説明の日程をお知らせします。

指定された日時に、検量場所に廃棄対象果実を
持ってきてください。市町村が廃棄対象果実の検
量を行います。
※御自身で検量場所に廃棄対象果実を持って行け
ない場合は、市町村に相談してください。

検量

① 利用予定のない移動制限植物は、自主的な廃棄にご協力をお願い
します。

② 他者への移動制限植物の譲渡は、必要最低限の量にして下さい。
③ トラップや誘殺板は、かぶれる場合がありますので、触らないよ
うお願いいたします。

④ 果実にウジが発生しているなど、異常がある場合は、最寄の植物
防疫所にご連絡ください。

ミカンコミバエ種群の防除へのご協力のお願い

説明時に、市町村が、廃棄対象植物の①用途②畑
の面積③過去の販売実績を確認します。また、検
量・廃棄場所、日時をお伝えするとともに、畑の
写真を撮影します。

廃棄打ち合わせ

廃棄命令書の交付
植物防疫官が、廃棄命令書を交付します。

買上契約
市町村が買上額を算定し、契約書を作成します。

買上額支払い
廃棄が終了したことが確認された後、市町村から、
買上額をお支払いします。

ポンカン、タンカン、すもも、マンゴウ以外の移動制限植物につ
いても、島外に出荷するものについては同様に廃棄命令が出る予定
ですので、出荷予定のある方は、植物防疫所にご相談ください。



島外に移動可能な主な果実

果菜類 スイカ メロン

トウガン

果物類
未成熟（青）バナナ※※ パイナップル

サクランボ

※ 移動制限植物でも、加工品は島外への移動が可能です。

詳細については植物防疫所に
お問い合わせ下さい

門司植物防疫所
国内検疫担当：093-321-2809
名瀬支所：0997-52-0459

※※ 島外への移動に当たっては、植物防疫官の確認を受ける必要があります。

果菜類
ナス トウガラシ・ピーマン

トマト

果物類

成熟（黄色）バナナ ナシ

アセロラ パパイヤ

アボガド バンジロウ

イチジク パンノキ

イチゴ
バンレイシ（シャカトウ）
（バンレイシ属）

オリーブ ビワ
カキ ブドウ
かんきつ類 フトモモ
コーヒーノキ マンゴウ
ゴレンシ モモ
ザクロ ヤマモモ
スモモ リュウガン
パッションフルーツ リンゴ
ドラゴンフルーツ

島外への移動が制限される主な果実（移動制限植物）※

その他の果実については、植物防疫所にご相談ください。


